
　

京
都
に
本
社
を
お
く
株
式
会
社
ケ

イ
ハ
ン
は
「
固
め
る
」
技
術
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
。
固
め
る
こ

と
を
専
門
的
に
は
塊
成（
か
い
せ
い
）

化
と
い
う
の
だ
が
、
塊
成
化
の
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
を
併
せ
持
つ
国
内
唯
一

の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

古
く
は
J
R（
旧
国
鉄
）
の
蒸
気

機
関
車（
S
L
）
へ
の
燃
料
製
造
・

供
給
。
国
内
で
塊
炭
が
不
足
し
た
際

に
粉
炭
を
成
型
し
て
燃
料
化
し
、
最

盛
時
は
90
万
ｔ
、
国
鉄
の
石
炭
燃
料

90
％
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
た
と
い
う
。

日
本
の
輸
送
・
流
通
の
下
支
え
を
し

て
き
た
、
い
わ
ば
日
本
戦
後
復
興
の

陰
の
主
役
と
も
い
え
る
会
社
な
の
だ
。

　

国
鉄
電
化
が
進
み
蒸
気
機
関
車
か

ら
電
車
へ
移
行
後
は
、
新
日
本
製
鐵

㈱
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱（
旧
日
本

鋼
管
）
の
製
鉄
所
構
内
に
自
社
工
場

を
設
置
し
、
コ
ー
ク
ス
原
料
用
の
成

型
炭
の
製
造
供
給
。
鉄
鋼
会
社
と
の

連
携
の
な
か
で
、
日
本
経
済
高
度
成

長
期
は
も
ち
ろ
ん
、
今
現
在
も
日
本

の
重
工
業
を
陰
で
支
え
て
い
る
黒
子

の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。

　

一
般
的
な
知
名
度
は
低
く
、
上
場

を
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
投
資

家
に
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の

だ
が
、
ケ
イ
ハ
ン
が
持
つ
こ
の
塊
成

化
技
術
が
昨
今
『
環
境
』
と
い
う
点

か
ら
、
俄
然
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
い
う
。

「
社
会
貢
献
と
か
社
会
的
責
任
、
い

わ
ゆ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
点
か
ら
企
業

の
『
環
境
』
に
対
し
て
の
関
心
や
取

り
組
み
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
コ
ス
ト
が
か
か
リ
過
ぎ
る
、
そ
れ

が
経
営
を
圧
迫
す
る
と
な
る
と
、
二

の
足
を
踏
ん
で
し
ま
い
ま
す
ね
。
当

社
の
塊
成
化
技
術
は
コ
ス
ト
メ
リ
ッ

ト
に
か
な
う
も
の
な
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
く
機
会
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
国
内
だ
け

で
な
く
広
く
海
外
へ
も
塊
成
化
に
よ

る
省
資
源
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
」
と
西
田
康
郎　

㈱
ケ
イ
ハ
ン
代

表
取
締
役
社
長
。

固
め
る
こ
と
で

コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
の
高
い

リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現

「
固
め
る
技
術
」
が
省
資
源
化
に
つ

な
が
り
、
地
球
に
や
さ
し
い
と
い
わ

れ
て
も
、
業
界
外
の
人
間
に
と
っ
て

は
ピ
ン
と
き
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
ず
「
固
め
る
」
技
術
は
熱
効
率

を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
、
省
資
源
化
と

い
う
点
で
、
ま
ず
地
球
に
や
さ
し
い

と
言
え
る
の
だ（
た
と
え
ば
、
下
の

表
は
少
し
専
門
的
な
図
だ
が
、
コ
ー

ク
ス
を
つ
く
る
炉
の
中
に
粉
状
石
炭

の
場
合
と
粉
状
石
炭
に
成
型
炭
の
ブ

リ
ケ
ッ
ト
を
加
え
た
も
の
の
比
較
図
。

ブ
リ
ケ
ッ
ト
を
加
え
る
こ
と
で
、
高

価
か
つ
世
界
的
に
貴
重
な
資
源
で
あ

る
強
粘
結
炭
の
使
用
を
20
％
も
削
減

で
き
る
わ
け
で
あ
る
）。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
た
と
え
ば
製
鉄

工
場
内
で
で
き
る
金
属
の
研
磨
粉
や

鉄
粉
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
操
作

性
が
悪
い
。し
か
し「
固
め
る
」
こ

と
で
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
構
外
で
発
生
し
た
廃
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
従
来
産
業
廃
棄
物

と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

「
固
め
ら
れ
る
」
こ
と
で
再

資
源
化
さ
れ
た
り
、
組
み
合

わ
せ
加
工
に
よ
っ
て
効
率
の

い
い
熱
原
料
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
り
も
す
る
。

　

そ
し
て
粉
状
の
も
の
を
固

め
る
こ
と
は
、
粉
塵
を
防
ぐ

こ
と
に
も
つ
な
が
る
、
こ
れ

は
環
境
面
、
衛
生
面
で
の
直

接
的
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
は
バ
ラ
バ
ラ
の
も

の
を
固
め
て
ま
と
め
る
こ
と

で
、
扱
い
や
す
く
な
る
、
使

い
や
す
く
運
び
や
す
く
な
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ

る
。　

船
に
バ
ラ
バ
ラ
に
荷

物
を
積
む
と
手
間
も
か
か
れ

ば
荷
崩
れ
の
危
険
も
あ
る
。

し
か
し
個
別
の
荷
物
を
コ
ン

テ
ナ
に
詰
め
て
ま
と
め
て
コ

ン
テ
ナ
ご
と
積
ん
で
い
け
ば

効
率
は
は
る
か
に
良
く
な
り
、

安
全
性
も
増
す
。
そ
れ
と
同

じ
こ
と
だ
と
考
え
れ
ば
わ
か

り
や
す
い
だ
ろ
う
。
塊
成
化

す
る
こ
と
で
運
搬
コ
ス
ト
の
削
減
が

で
き
、
輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
省
力
化

と
い
う
観
点
か
ら
も
環
境
へ
配
慮
す

る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

　

か
つ
て
の
輸
送
用
の
燃
料
か
ら
製

鉄
の
た
め
の
コ
ー
ク
ス
原
料
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
は
「
環
境
」
を
見
す
え

た
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
ケ
イ
ハ
ン

の
塊
成
化
技
術
は
常
に
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
の
だ
。

「
固
め
る
」技
術
は
輸
送
、

鉄
鋼
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
は

環
境
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

金属粉ブリケット

●金属粉 ●廃プラスチック

＋ ▼ ▼

●金属粉ブリケット

金属粉
リサイクル

20%減

成型炭無 成型炭有

20%減
粉炭 700㎏/㎥

成型炭（1100㎏/㎥）
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成型炭効果・使用目的

→低コストで高強度コークスが製造可能

成型炭によるコークス炉内密度向上成果
粉状石炭のみ 粉状石炭＋成型炭

（80%） （20%）
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価格高騰!!

環境保全

高パフォーマンス

操作性がアップ!

コストダウンで
収益アップ

省資源化
リサイクルに貢献
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粉をマシーンに
入れて圧を加える

固まった
ブリケット

$ ¥
£

原材料
高騰化へも
対応する

運びやすくなる
保管しやすく
なる

固まることで
粉塵抑止。

地球にやさしい

産業廃棄物を
固めて資源化

ブリケット
使用で

熱効率アップ

固まることで
威力を発揮!

上の図はブリケットマシーンの構造をシンプルに表現したもので、実際のものとは違います

省資源、リサイクルを実現。
常に時代を支えリードする
ケイハンのブリケット技術
創業80周年を迎える京都の原料処理メーカー・ケイハン。
従業員総数約130名という精鋭企業が、じつは日本の産業を下支えしている。
とくにこれからは環境・リサイクル面で、その技術が注目されていくのだ。

粉体を固めて成型したブリケットの数々。近年はリサイクル
系ブリケットのニーズが急増している

2012年6月20日号に
４Ｐで特集掲載



「
固
め
る
」
こ
と
で
省
力
化
、
省
資

源
化
、
あ
る
い
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

な
が
り
、
環
境
に
よ
く
、
ま
た
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
も
な
る
こ
と
は
既
述
し

て
き
た
。

　

も
ち
ろ
ん
「
固
め
る
」
と
い
っ
て

も
、
小
さ
な
子
ど
も
が
砂
場
の
泥
ん

こ
遊
び
で
、
砂
の
お
に
ぎ
り
を
作
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

　

左
は
成
型
機（
ブ
リ
ケ
ッ
ト
マ
シ

ー
ン
）
と
、
外
見
写
真
だ
け
で
は
わ

か
り
に
く
い
ブ
リ
ケ
ッ
ト
が
で
き
る

ま
で
の
道
筋
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
。

　

大
雑
把
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、
原

料
と
な
る
粉
と
粘
結
剤（
バ
イ
ン
ダ

ー
）
を
ミ
キ
サ
ー
に
入
れ
撹
拌
し
、

凹
凸
の
つ
い
た
２
つ
の
ロ
ー
ル
の
間

に
流
し
込
む
。
２
つ
の
ロ
ー
ル
は
互

い
に
逆
方
向
に
同
時
回
転
。
ロ
ー
ル

と
ロ
ー
ル
間
の
原
料
に
圧
力
が
加
わ

る
こ
と
で
ロ
ー
ル
の
凹（
型
）
の
中

で
原
料
が
均
一
に
圧
縮
さ
れ
て
、
ブ

リ
ケ
ッ
ト
に
な
る
仕
組
み
だ
。

　

ブ
リ
ケ
ッ
ト
は
硬
さ
や
大
き
さ
、

形
状
、
材
料
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、

用
途
別
に
作
ら
れ
る
。
鉄
鋼
関
連
で

い
え
ば
高
炉
用
と
転
炉
用
な
ど
用
途

別
に
ブ
リ
ケ
ッ
ト
を
製
造
。
同
じ
転

炉
用
で
も
、
ど
の
行
程
で
利
用
さ
れ

る
か
で
大
き
さ
や
硬
さ
を
変
え
て
い

く
。

　

ま
た
、
製
鋼
の
過
程
で
は
鉄
を
錆

び
に
く
く
す
る
、
性
能
を
上
げ
る
、

扱
い
や
す
く
す
る
な
ど
の
目
的
で
、

“
ス
パ
イ
ス
”
と
し
て
ニ
ッ
ケ
ル
や

ク
ロ
ム
な
ど
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
“
ス
パ
イ
ス
”
は
、
塊
の
も
の
は

コ
ス
ト
が
高
い
。
そ
こ
で
鉱
石
粉
を

使
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、

粉
状
の
も
の
は
鉄
に
溶
け
て
い
か
な

い（
溶
銑
）。
そ
れ
ら
鉱
石
の
粉
を

固
め
ブ
リ
ケ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、

馴
染
み
が
よ
く
な
る
の
だ
。
ケ
イ
ハ

ン
の
塊
成
化
技
術
が
、
高
品
質
な
製

鋼
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
寄
与
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

技
術
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

レ
ン
タ
ル
事
業
な
ど

き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

　

ブ
リ
ケ
ッ
ト
を
製
造
す
る
技
術
を

持
っ
て
い
る
会
社
は
ケ
イ
ハ
ン
以
外

に
も
あ
る
が
、
ケ
イ
ハ
ン
の
強
み
は

設
計
か
ら
製
作
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
を
系
統
立
て
て
シ
ス
テ
ム
化
し
て

い
る
こ
と
。
新
日
鉄
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ー
ル
の
製
鉄
所
内
に
自
社
工
場
を
持

つ
な
ど
し
、
常
に
顧
客
ニ
ー
ズ
を
と

ら
え
、
ト
ッ
プ
企
業
と
連
携
・
信
頼

を
勝
ち
得
て
い
る
こ
と
。

　

大
が
か
り
な
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
少
量
を
多
品
種

塊
成
化
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
、
設

備
費
を
極
力
抑
え
た
い
あ
る
い
は
期

間
限
定
で
試
し
て
み
た
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
に
も
、
レ
ン
タ
ル
成
型
機
で
対

応
す
る
な
ど
、
き
め
の
細
か
い
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
し
て
い
る
。

一
流
企
業
と
の
厚
い
信
頼
。

80
年
の
歴
史
が
培
う

ブ
リ
ケ
ッ
ト
成
型
技
術

成
型
機

外周に型刻された2個の成型ロールが対をなして配置され、
両ロールが同時に互いに逆方向に同回転数で回転し、
両ロールの上部より供給された粉末原料が型の中にて圧縮されます。

原　　料

ミキサー

原料プラスバインダー

鉱石粉

ブリケット ブリケット

石炭

《 製銑エリア 》 《 製鋼エリア 》

ブリケットマシンの作動原理

あたらめて紐解くケイハン80年の歴史
昭和7年 9月9日 西田石炭商店　創立（三井物産専属特約店として石炭販売開始）
10年 ㈲京城ピッチ練炭工場　設立。旧国鉄SL用ピッチ練炭・家庭用豆炭の製造を開始
15年 ㈲内鮮運輸　設立　（海運業　取扱い：石炭）
19年 10月 ㈲京城ピッチ練炭第二工場　設置
21年 11月5日 京都市に京阪練炭株式会社設立

22年 3月

京都市に二条工場設置。旧国鉄SL用ピッチ練炭・家庭用豆炭の製造を再開。
二条工場に研究室（現技術研究所）を設置。
以後日本各地に16工場を設置。（大阪工場、川崎工場、名古屋工場、名古屋港工場、伏木工場、門司工場、黒崎工場、二日市工場、
三田川工場、鞍手工場、志免工場、岩見沢工場、東釧路工場、唐松工場、仙台工場、新潟工場　計16練炭工場）

23年 12月 ㈱京阪鉄工所（二条工場）[松村鉄工所]　設立（当社全額出資）
24年 7月 黒崎工場　設置
27年 10月 伏木工場　設置
29年 4月 幌内練炭㈱　設立（当社全額出資）　　唐松工場　設置
31年 11月 釧路練炭㈱　設立（当社全額出資）　　東釧路工場　設置
33年 8月 国鉄燃料製造㈱　経営引受　　大阪工場

34年 9月
貨物船新造により不定期航路事業開始（山下汽船㈱　現㈱商船三井に貸船）
夏吉練炭㈱　経営引受

35年
5月 京阪練炭㈱を京阪練炭工業㈱に社名変更
9月 京阪海運㈱　設立（当社全額出資・自社運航）
10月 三田川工場　設置

36年 9月
戸畑コークス製造所　設置（旧八幡製鉄所向焼結用コークス納入開始）
旭燃料工業㈱　経営引受　　川崎工場、門司工場、二日市工場

37年
4月 太平洋ピッチ練炭販売㈱　設立（当社全額出資）
9月 共立興業㈱　経営引受　　鞍手工場

39年 4月
志免練炭工業㈱　設立（当社全額出資）志免工場　設置。
岩見沢工場　設置
研究室が大阪工場に移転

40年
4月

新美練炭㈱　経営引受　　名古屋工場
㈱二条自動車教習所　設立（当社全額出資）

12月 日東燃料工業㈱　経営引受　　名古屋港工場
41年 4月 九州車輌整備㈱　設立（当社全額出資・旧国鉄の車両メンテナンス）
42年 4月 日新燃料㈱　経営引受　　新潟工場及び仙台工場
44年 4月 京阪地所㈱　設立（当社全額出資・社有不動産管理）
45年 12月 京都市に名門カーフェリー㈱　設立（当社全額出資）

46年 10月
北九州市戸畑区新日本製鐵㈱八幡製鉄所構内に戸畑成型炭工場を
設置。（高炉向コークス原料用成型炭を製造・納入開始）
大阪工場に大阪コークス炉　設置（成型コークスを製造開始）

49年 7月 釧路練炭㈱　幌内練炭㈱　旭燃料工業㈱　志免練炭工業㈱を吸収合併

50年

4月 国鉄燃料製造㈱　共立興業㈱　を吸収合併

6月
広島県福山市日本鋼管㈱福山製鉄所構内に福山成型炭工場を設置。
（高炉向コークス原料用成型炭を製造・納入開始）
㈱京阪鉄工所を志免工場に移転

8月
戸畑成型炭工場　増設

茨城県鹿嶋市住友金属㈱鹿島製鉄所構内に鹿島成型炭工場を設置。（高炉向コークス原料用成型炭を製造・納入開始）

55年 10月 川崎市川崎区日本鋼管㈱京浜製鉄所扇島地区構内に京浜成型炭工場を設置。（高炉向コークス原料用成型炭を製造・納入開始）
60年 8月 京阪埠頭海運㈱　設立（当社全額出資）

61年 3月
京浜工場にて電気炉向け加炭材ブリケットの生産開始
名門カーフェリー、
大洋フェリーと対等合併　㈱名門大洋フェリーを設立

62年 11月 京阪練炭工業㈱を㈱ケイハンに社名変更
平成元年 7月 戸畑工場にて製鋼向け無煙炭ブリケットの生産開始

2年 4月 福山工場にて製鋼用Ni鉱ブリケットの生産開始

6年
11月 機械・プラント事業を開設し、㈱ケイハン鉄工所の業務を引き継ぎ
8月 本社新社屋竣工

9年 3月 ㈱ケイハンテック　設立（当社全額出資）
13年 4月 技術研究所を現志免工場に移転
14年 4月 戸畑工場にて製鋼向けダストブリケットの製造・納入開始

※ピッチ煉炭の長年の安定供給に対して、当時の国
鉄総裁から贈られた感謝状（昭和50年12月8日）

※新日鐵㈱が毎日工業技術賞を受賞した際に「当社の
成型炭での格段の協力があったおかげである」旨を記
していただいた当時の社長からの礼状

平成7年創立50周年の都市に竣工された本社社屋


